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（１）安心して暮らせるまちづくり 

① 消費生活の向上 〈93ページ〉 

○ 消費者行政活性化事業 

・啓発用広報車の購入（振込め詐欺防止等の広報／出前講座等） 

・多重債務特別法律相談事業 

・啓発用パネルの作成（8 枚） 

・消費者相談員のスキルアップ 

○ 物価・量目調査事業 

・物価調査 

調査員：稚内市消費生活モニター6 名 

生活関連物資(50 品目)の価格調査を毎月 1 回実施 

・量目調査 

調査員：稚内市消費生活モニター6 名、稚内消費者協会会員 1 名 

食料品(調査品目：夏 7 品目、冬 8 品目）を購入し、量目調査を年 2 回実施 

② 交通安全対策 〈91・149ページ〉 

○ 交通安全指導員設置事業 

・一般交通安全指導員 25 名 

出動述べ回数 
事業内容 

平成 21 年度 平成 22 年度 

春秋の全国交通安全運動街頭指導 173 回 199 回 

その他の運動(街頭啓発、パトライト作戦等) 185 回 138 回 

各種行事交通整理 80 回 68 回 

・学校交通安全指導員 10 名 配置校：中央/港/南/東/潮見が丘 (市内5 小学校) 

分野３ 環境・生活 

「自然と共存し、安全・安心に暮らせるまちを目指して」
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○ 交通安全施設の整備 

・ 区画線整備 中心線 15,755 m、外側線 24,632 m、ドット線 602 m 

・ 道路標識（移設） 1 基 

・ 安全柵設置 1 式 

・ 砂箱設置 7 基 

・ 視線誘導標 11 本 

○ 交通安全推進事業 

・ 交通安全啓発資材（夜光反射材等）の購入 

[事業実績] 

事 業 内 容 区 分 平成 21 年度 平成 22 年度 

開催回数 55 回 50 回 交通安全教室・講習会 

（幼児～高齢者） 参加人数 3,500 人 3,100 人 

開催回数 2 回 2 回 
交通安全大会 

参加人数 500 人 500 人 

③ 防犯対策 〈93ページ〉 

○ 稚内市暴力追放運動街頭啓発 4 回実施 （北門神社例大祭ほか） 

○ 公用車への青色回転灯の整備 （平成 20 年～平成23 年まで予定） 

○ 青色防犯パトロール実施回数 延べ 766 回 

④ 消防・救急体制の充実 〈161ページ〉 

○ 消防施設等の整備 

・ 消火栓 

新設 1 基（大黒 3） 

移設 2 基（中央 3 ・更喜苫内） 

取替 2 基（はまなす 1 ・大黒 2） 

購入 3 基（単口） 

・ 消防用ホース購入 10 本 

・ 高規格救急自動車導入 1 台 

○ 救急救助体制の整備 

・ AED レサシアンスキルポータブル購入 1 台 

・ 各資格取得のための研修派遣
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【資格取得者合計】 

22 年度 累計（現有資格者） 

救急救命士資格取得 1 人 11 人 

気管挿管資格取得 0 人 3 人 

薬剤投与資格取得 1 人 6 人 

（２） 暮らしを支える生活環境づくり 

① 快適な冬の暮らしの創造 〈151ページ〉 

○ 除雪対策管理事業 

・ 除排雪業務委託 

・ 融雪剤・砂散布業務委託 

○ 除雪機械等整備事業 

･ 融雪剤散布機 1 台 

･ 除雪車 2 台 

② 良好な生活環境の確保 〈127・131・157ページ〉 

○ 不法投棄防止対策事業 

・ 不法投棄防止庁内連絡会を設置し、年 2 回のパトロールと一斉回収の実施 

・ 不法投棄防止対策として、監視パトロール員3 人を雇用し、5 月～10 月迄管内一円パトロールを実施 

廃タイヤ・廃家電製品等 13.3ｔを回収 

・ 不法投棄防止啓発用看板の設置 

○ 海岸漂着物地域対策推進事業 

・ 市が管理する海岸の海岸漂着物の回収及び処理 

海藻類、流木、ロープ、空き缶、ペットボトル等 376.54ｔ 

○ 火葬場整備事業 

・ 3 号火葬炉改修工事 

・ 駐車場の増設整備工事 

・ 遺族待合室の狭隘のための増設工事 

○ 公衆浴場確保対策事業〔補助金〕 市内2 浴場
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○ 汚泥投入共同処理(MICS)事業 

・ 共同処理負担金 

し尿及び浄化槽汚泥を下水終末処理場で共同処理を行った。 

(処理量 3,003 件 1,428 kl/年、浄化槽汚泥処理量 1,382 件 3,348 kl/年) 

○ 自動車の道路交通騒音測定を 3 箇所で実施し、公害監視を行った。 

（３） 環境問題への積極的な取組 

① 新エネルギーの利活用 〈97ページ〉 

○ 平成23年3月18日に NEDO委託事業である「大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証研究」が終 

了し、3 月 19 日より本市が無償で譲渡を受け「稚内メガソーラー発電所」が稼動。施設の維持管理は、「桜井・ほ 

くでんエコエナジー共同企業体」に委託。 

② 循環型社会の形成 〈129・131ページ〉 

○ 一般廃棄物収集事業 

・ 一般廃棄物の排出量 19,233 ｔ （対前年度 929 ｔ 増） 

○ 旧一般廃棄物処分場関係 

・ 昭和 63 年 5 月供用開始。新処分場の供用開始に伴い、平成 19 年 9 月 30 日廃棄物受入れを終了し、閉鎖 

に向けての管理を行っている。 

○ 廃棄物減量等推進審議会 

・ 平成 21 年 11 月 17 日改選 委員数 12 人 平成 22 年度～2 回開催 

○ 廃棄物最終処分場管理運営事業 

・ 供用期間 平成 19 年 10 月～平成 29 年 9 月 

・ 事業概要 管理棟ＲＣ造地上 1 階地下 2 階 1,316 ｍ 2 、ストックヤード 780 ｍ 2 

埋立容量 189,000 ｍ 3 （準好気性埋立構造）、埋立部分 6,750 ｍ 2 ×4 区画 

遮水 2 重シート＋ベントナイトシート、漏水検知システム、浸出水処理 30 ｍ 3 /日 

埋立量 47,887 ｔ (平成 19 年 10 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日)
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[収集（処理）状況] 

平成 21 年度 平成 22 年度 

一般廃棄物 14,405 ｔ 15,497 ｔ 

収 集 分 6,865 ｔ 7,018 ｔ 

処分場直接搬入分 7,540 ｔ 8,479 ｔ 

産業廃棄物 5,861 ｔ 5,617 ｔ 

資源物（古紙、缶、瓶など） 3,899 ｔ 3,736 ｔ 

処理合計 24,165 ｔ 24,850 ｔ 

○ 廃棄物中間処理施設建設事業 

・ 稚内市ごみ処理基本計画及び平成19年2月に策定した稚内地域循環型社会形成推進地域計画に基づき、 

本市 2 例目のＰＦＩ事業として実施されている生ごみ中間処理施設(稚内市バイオエネルギーセンター)の整備 

は、平成 22 年4 月 1 日に本事業を実施するために設立された特別目的会社「稚内エネサービス㈱」と事業契 

約を締結し、実施設計等を経て、6 月 24 日整備工事に着手した。 

平成 23 年 3 月末の工事進捗率は、46.2％(敷地造成：89％、施設整備：94％、プラント整備：15.8％)で、当初 

の予定どおり進捗している。 

○ 分別収集事業 

・ 家庭系ごみ排出量原単位 1,299g/人・日（対前年度 78g 増） 

リサイクル率 19.4％ （前年度比 1.9％減） 

資源化量 3,736 ｔ (内訳 古紙 2,386ｔ、ビン類 438ｔ、カン類 225ｔ、ペットボトル 200ｔ、 

古衣類 37t、金属類 85t、容器包装プラ 350t、その他 15ｔ) 

○ ごみ減量化対策事業 

･ 小中学校、町内会等の資源物の集団回収の促進を目的として資源物集団回収奨励金制度を実施した。 

実施団体数 17 団体 

回収量 245,127 kg 

奨励金総額 735,320 円 

・ 「クリーンアップわっかない」を実施 町内会クリーン作戦(各町内会一斉) 36 町内会 1,529 人、 

春 63 団体 322 人、秋 49 団体 180 人が参加
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③ 自然環境の保全と共存 〈139ページ〉 

○ 有害鳥獣対策 

・ 稚内市鳥獣被害防止計画を策定 

※これまで北海道が権限を有していたエゾシカの捕獲許可権限が稚内市に委譲された（平成 22 年 12 月 14 日） 

・ 市に対し駆除の許可依頼があった件数 10 件 

※市経由道許可（クマ・エゾシカ）及び 市許可（カラス・キツネ・アライグマ・エゾシカ） の合計件数 

・ カラスの巣撤去出動回数 86 回


